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平成 27 年度予算要望書 

 

平成 26 年 5 月に日本創成会議が発表した「全国の半数の自治体が将来消滅す

る可能性がある」との試算は地方自治体に大きな衝撃を与えました。 

私ども公明党三条市議員団として、これまで日々の市民相談等を踏まえ、予

算要望書を取りまとめて参りました。 

今回は、人口減少・超高齢社会などの地域における大きな課題を克服し、「活

気ある温かな地域づくり」を目指して、 

① 支え合う地域づくり 

② 魅力ある地域づくり 

③ 安心な地域づくり 

④ 活力ある地域づくり    

という 4つの「地域づくり」を柱に据えた予算要望書まとめました。 

国は、最重要課題として「地方創生」を掲げ、社会の活力を向上させるカギと

して女性の活躍と若者の活躍を取り上げました。「地方創生」といっても、そこ

に住む人々が夢や誇りを持ち、安心して暮らせる「地域づくり」が肝心であり

ます。 

そのためにも、行政サービスの拡充、産業の雇用創出、地域活性化を進めな

ければなりません。地域づくりは、中央の号令による画一的なものではなく多

様性が求められる事業であります。県央の三条市は、活気ある温かな地域づく

りへの大きな期待が寄せられることは間違いありません。 

 このたび、公明党三条市議員団は、現場第一主義に徹し、培ってきた市民と

の絆をもとに、どこまでも市民のためとの視点でまとめました。平成 27 年度予

算要望書を提出致します。三条市の更なる発展につなげるために、よろしくお

願いいたします。 

 



１． 支え合う地域づくり 

（１） 地域包括ケアシステムの構築。 

・人材の確保推進。 

・介護報酬のアップとキャリアパスの構築強化。 

・地域における多様な人材登用の推進。（多様な生活支援、介護予防

サービスなどの人材確保） 

・学校教育における介護の取組やイメージアップの取り組みの推進。

（現場での体験学習等） 

・新しい地域支援事業の取り組み推進。（買い物代行、外出支援等） 

・市民後見人や権利擁護事業の取り組み推進。（成年後見制度等） 

・住まいの確保。 

・在宅医療介護連携事業の取組み推進。 

・地域ケア会議の取組みの構築推進。 

・生活支援コーディネータの配置促進。（生活支援、サービス提供体

制の構築） 

・地域包括支援センターの体制強化、情報公表の推進。 

・認知症対策の推進強化。 

・認知症初期集中支援チームの設置の促進。(家族支援等) 

・認知症の人とその家族を支援する体制の整備促進。（認知症カフェ

の設置等） 

・認知症サポータの養成強化。 

（２） 生活自立支援の充実（生活困窮者自立支援法施行より） 

・ワンストップの総合相談窓口の設置推進。 

・自立支援事業の着実な実施の推進。（包括的な支援・サービス提供

体制の構築等） 

（３） 障がい者等への支援強化 

・障がい者の相談支援の強化。（地域相談支援体制の整備等） 

・人工透析患者の通院支援強化。 

・地域における障がい者の居住支援等の強化。（サービス付きグルー

プホームの拡充） 

・常時介護を要する重度障がい者に対する支援推進。 

・障がい児支援の強化。（障がいを早期に発見し、できるだけ早く適

切な養育支援の体制充実。デジタル教科書、教材等の活用等） 

・障がい児・者等の活躍を推進。(就労支援等) 

 



２．魅力ある地域づくり 

（１） 人口減少・超高齢者社会への対応 

   ・ＵＩＪターンなど地域人材の還流促進。 

   ・地域おこし協力隊、新・田舎で働き隊の促進。 

   ・高齢者の住み替え支援。（リバースモーゲッジ支援等） 

   ・買い物弱者対策の強化。（買物支援サービス等の推進） 

   ・地域活性化の総合戦略の策定強化。 

   ・地域における雇用の創出強化。（地域雇用開発奨励金の拡充） 

     ・元気な高齢者の就業支援。（企業、経済団体、シルバー人材センタ   

ー等と連携強化等） 

     ・高齢者の多様な社会参加を促進。（ICT を活用し生涯学習等の社会   

参加を促進。） 

     ・犯罪から高齢者を守る対策強化。（振り込め詐欺等の啓発活動推進。） 

・バリアフリー化の推進強化。（公共施設等の一層の推進） 

・災害から災害弱者を守る体制強化。 

   ・高齢者独居世帯対策の強化促進。（見守り支援の強化等） 

 

（２）中小・小規模企業の振興 

     ・小規模企業への重点的な支援強化。（人材の確保、育成、地域経済  

に資する事業推進。） 

   ・開発から販路開拓までの一貫支援。（中小企業基盤整備機構の連携） 

   ・地域人材バンクの創設支援促進。 

     ・地域に密着したビジネスカフェの設置推進。 

・商店街を地域コミュニティーの中心として蘇生推進。 

 

（３） 農林水産業の振興 

・農業生産基盤の整備・保全の推進 

・耕作放棄地の再生利用の促進。 

・担い手対策の強化促進。（多様な担い手の活躍推進） 

・６次産業化等の促進。（多様な業種と連携し高付加価値化推進） 

・林業の振興促進。（新たな木質材料工法の普及。木質バイオマス利

用推進） 

・農林水産物の輸出の促進。 

・食品ロス削減と食の安全確保推進。 

 



（４） 地産地消エネルギーと低炭素まちづくりの推進 

・自然エネルギーを生かしたまちづくりの推進。 

・再エネ・省エネによる低炭素まちづくりの推進。 

（５） 観光産業の振興 

・訪日外国人観光客等の受け入れ体制強化。（ハラール等の導入促進） 

・新たな国内旅行環境の整備推進。 

 

 

 

３． 安心な地域づくり 

 

（１） 地域の防災・減災、防犯対策への取り組み 

・インフラ老朽化対策の強化。 

・ゲリラ豪雨等地域災害への対策強化。 

・地域の特性に合わせた地区防災計画の策定を推進強化。 

・交通安全施策の推進。（ゾーン 30 の活用拡大、自転車レーン推進。） 

・地域防犯対策の推進。 

   

（２） 空き家問題への対応 

・空き家の利活用の推進。 

・既存の住宅ストックの有効活用の推進。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４． 活力ある地域づくり 

 

（１）女性の活躍 

・チャイルドファースト社会の推進。（病児・病後児保育の推進） 

・産後ケア対策の推進。（妊娠・出産、そして出産直後の母と子をサ

ポート等） 

・放課後対策の充実。（放課後児童クラブの拡充） 

・アレルギー疾患対策の拡充。 

・児童虐待対策の強化。 

・女性特有のがん対策の推進。（コール・リコール事業の推進） 

・ママ・インターンの拡大で就労支援。 

・女性登用を促進。（幹部職員や審議会等） 

 

（２）若者の活躍 

・若者の活躍で地域活性化の推進。 

・にぎわいの創出等の推進。（三条マルシェ等の拡充の推進） 

・若者雇用対策の推進。（各種基金事業の活用推進） 

・雇用創出と所得の拡大の促進。（緊急雇用創出基金事業の活用等） 

・正社員化の促進とキャリア形成支援の促進。(キャリアアップ助成

金の活用等) 

・ニート対策の強化。（地域若者サポートステーションの充実） 

・若者の創業・起業支援の推進。 

・ＵＩＪターン就職の促進。 

・危険ドラック対策の強化。 

 

 

（３） 教育の充実 

・新しい教育委員会制度の構築。 

・少子化に対応した新しい教育への転換推進。 

・奨学金等の充実強化。  

・子どもの貧困等への対応推進。（学習支援の拡充） 

・子どもが読書に親しむ機会の提供と諸条件の整備拡充。（家庭、学

校、図書館等の読書環境整備。読書手帳等の配布促進。） 

 

 



平成２６年12月 22日 

報道関係各位 

 

 

公明党三条市議員団 

野崎 正志 

 

 

 

國定市長へ平成 27年度予算要望書提出について 

 

 

  

いつも大変お世話になっております。このたび、國定三条市長へ平成27年

度予算要望書を提出致します。急な連絡で誠にすいませんがお知らせいたしま

す。宜しくお願い致します。 

 

 

記 

 

 

日時  平成 26年 12月 25日（木）午前 10時 45分から（10分程度） 

 

場所  3 階市長室 

 

提出者 公明党三条市議員団（団長 野崎正志  幹事長 笹川信子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



141225予算要望書提出の次第 

 

 

10：45市長室入室後 

    初め、立ったまま要望書提出の概要説明（野崎） 

10：47予算要望書を國定市長に提出。（記念写真） 

    重点項目を読み上げる（野崎）（着席） 

    ポイント主張説明（笹川） 

    國定市長との予算要望への方向感を確認。 

    日頃の三条市政に対する所感を懇談。 

    その他 

 

11：00市長室退出。 

 

 

 

 

 


